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なのは、多様な生態環境を広域に利用するため、こうした日帰り放牧の起点となる家畜のキャンプや、さらには集落そのものも、移動の対象となりうる点である。通常、家畜キャンプでは、主に未婚の男性が牧童・牧夫として多数と共に滞在し、頻繁に移動を繰り返す。これに し、集落 年長者や女性、子どもが少数 家畜と半定住的な生活を送っているが、こちらも資源分布の推移等によって移動することがある。こう たキャンプや集落の移動については、その頻度も大きさ 、場所により集団により、大きなばらつきがある。たとえば、東アフリカ マサイのように定住化が進む 団、あるいは相対的に湿潤な場所で生きる集団の場合、家畜キャンプの年間の総移動距離が、一〇 ロ未満ということが珍しくない。他方で、著しく乾燥した環境では たとえば西アフリカ トゥアレグのように、時に年間数千キロも移動するような集団を見出せる。このように移動の具体的な様態は多様だが、移動牧畜民が 不安定な環境変化のリスクを吸収できるだけの範囲の空間を必要としていることは、開発と 関連で最低限押さえてお
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くべきことである。　
ところで、移動牧畜で生きる







前提となる広域的空間利用が困難になっている。今日、ＡＳＡＬｓの土地利用の主体は、牧畜民に限られない。大陸レベルで進行する人口増加を背景に、農耕地は乾燥地にまで拡大しているし、観光収入をもたらす野生動物保護区の設定も盛んである。そ 、こ ような土地利用の競合は、水場 近いなど、資源供給が相対的に安定した場所で起こりがちである。こうした場所は、牧畜民にとって、乾季の牧草地や旱魃時のリザーブとして、家畜の生存上非常に重要な場所であることが多いので、そこへのアクセス 喪失がもたらす影響はひときわ大きい。　
この点で、近年問題になってい
るのが、農地開発や資源開発を目的にした、大規模 土地取得であ
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するのは稀である。頻繁に動くのは、むしろ家畜の群れであり、家族の住居ではなく家畜のキャンプが、少数の牧童・牧夫とともに移動する方が圧倒的に多い。残りの家族は、近隣 町に居を構えたり、そこに近い場所に集落を置いたりして生計を営み そう簡単に 動かないのが普通である。　
町には、家畜商人や近隣の農耕
民との取引の機会があり 教育や医療のサービスもある。また、近年では、ＡＳＡＬｓ 不安定な食糧事情を反映して、町には国際社会からの食糧援助が半ば恒常的に流れ込んでくる。筆者が訪れたダサネッチやポコットの町でもそうであった。さらにダサネッチ 事例では、近隣で外国資本による原油探索のための大規模な掘削事業が行われており、こ に関わる道路敷設などの事業も急ピッチで進められていた。そ 、外部からの人の流入で、町自体が 激に膨張していた。　
町は、牧畜民たちに、モノやサ
ービスの入手 機会だけ はなく、生業そのものの多様化の機会も与える。近隣の大規模農場や原油掘削事業での一時的な雇用か 始まり、バイクを使った観光案内や小
規模な運送業への従事、多様な生活雑貨を扱った商店 営業など、筆者が知るごく限られた範囲でも牧畜民やその出自の者 ちは、様々に生計の手段 求めていた。先述したシャンバでの農耕の試みなども、同じ流れに位置付けることができるであろう。　
生業の幅が広がると重要になる





（参考文献⑤） 、子どもの教育への牧畜民の関心は一般に高い。そのため、牧畜民たちは、しばしば少なからぬ犠牲を払いながら、生業と教育の困難な両立を図っている。たとえば、筆者が世話になったポコットの家族では その時々の牧童・牧夫の過不足に応じて、子どもを学校に通わせたり通わせなかったりしてい 。また 他のいく
つかの家族では、子どもを学校に通わせている期間、家畜の群れの規模をあえて抑制することで、必要な働き手の数を抑えようとしていた。小規模な群れなら、遠くのキャンプを転々とさせずに、近場の水場や牧草地で維持することができるし、 日帰り放牧の際の牧童・牧夫の数も少なくて済む。実際、全く人間の同伴 放牧がなされている事例すらみられたのである。　
このように、移動牧畜は、環境
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国民経済へ 家畜生産の貢献とそこでの移動牧畜の役割を評価する動きが出てきた。これを象徴すのが、二〇一〇年一〇月にＡＵが出した牧畜に関する政策枠 文書である（参考文献②） 。そ では、農村開発における牧畜 主流化が訴えられ、 牧畜民の「戦略的移動」への明確な支持が示されている。　
牧畜民とその移動性への配慮が
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